令和４年度岩手県幼児教育研究協議会実施要項

１　目　的
　　幼児教育に関する諸課題について協議主題を掲げるとともに、研究協議等を深めるための協議の視点を設定し、協議の視点に基づく就学前教育施設の研究や取組等の成果や課題等について研究協議等を行うことにより、幼児教育の振興と充実を図る。

２　主　催　　文部科学省、岩手県、いわて幼児教育センター

３　期　日　　令和４年８月17日（水）　10:00～16:45

４　会　場　　県立生涯学習推進センター（花巻市北湯口2-82-13　 TEL 0198-27-4555）

５　日　程
   9:30  10:00 10:10 　 10:30 　　　　　12:00　　　13:10    　　　　 　　　16:40　16:45
	受付
	開会行事
	主題等
説明
	講演
	休憩
	分科会
	閉会
行事


（１）①本協議会の趣旨について
　　　②主題等説明
「令和４年度幼児教育研究協議会の協議主題と協議の視点について」
岩手県教育委員会事務局学校教育室いわて幼児教育センター　　指導主事
 （２）講演
「保育者の専門性の向上と働き方改革」　
　　　　　 講師：東京大学大学院教育学研究科　附属発達保育実践政策学センター
　　　　　　　　 准教授　野　澤　祥　子　氏　　
（３）分科会
	協議主題
	発表者
	助言者

	第１分科会
「幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会」を踏まえた小学校教育との円滑な接続の推進について
	①　一関市立赤荻幼稚園
　　　永　倉　あゆみ　主任教諭

②　幼保連携型認定こども園
飯岡こども園
　木　村　暁　朝　主幹保育教諭
	総合教育センター　
髙　橋　文　子　
研修指導主事

	第２分科会
指導計画の作成、保育の展開、指導の過程の評価・改善について
	①　金ケ崎町立三ケ尻幼稚園
齊　藤　香　生　副主任教諭

②　中央みのり幼稚園
　　　千　田　香　澄　教諭
	いわて幼児教育センター
佐　藤　みき子　
幼児教育専門員

	第３分科会
幼児の発達に即した主体的・対話的で深い学びの実現に向けた指導改善の工夫について
	①　認定こども園　宮古泉幼稚園
　　　藤　原　典　恵　教諭

②　認定こども園　葛巻保育園
　　　大　上　愛　莉　保育士
	いわて幼児教育センター
吉　田　澄　江
　主任指導主事


　　※　各協議主題は別紙のとおりであること。
※　各協議主題では、研究協議等を深めるための協議の視点を設定している。園においては、協議の視点に基づいて研究や取組等を推進すること。
６　参加者
（１）国公私立幼稚園、認定こども園、保育所等の幼児教育施設の長及び教員等。
※　本協議会は保育士キャリアアップ（５時間、内容：「幼児教育の指導計画、記録及び評　　
価」「小学校との接続」）としても実施すること。
（２）希望する小学校及び義務教育学校の校長及び教員等。
（３）市町村及び市町村教育委員会の就学前教育担当者等。

７　参加申し込み
（１）各施設１名までとする。
（２）参加希望者は（別紙様式１）又は（別紙様式２）に必要事項を記入の上、下記により申し込むこと。

	・岩手大学教育学部附属幼稚園長（別紙様式２）
・岩手大学教育学部附属小学校長（別紙様式２）
	8/2まで


	いわて幼児教育センター長

	
	
	

	・公立幼稚園等園長
・市町村及び市町村教育委員会の就学前教育担当者
・公立小学校長
・義務教育学校長

（別紙様式１）
	
	市町村教育委員会
教育長

小学校、公立幼稚園等の申込みを（別紙様式１）にまとめる
	7/27まで

	教育事務所
（経由）
	8/2まで

	

	
	
	
	
	
	
	

	・私立幼稚園長
・認定こども園長
・保育所長
（別紙様式２）
	8/2まで

	




（３）参加申込書のファイル名の【〇〇園】【〇〇小学校】【〇〇市町村教育委員会】には、施設名、委員会名を入力すること。メールの件名は「【〇〇園・小学校】幼児教育研究協議会申込」又は、「【〇〇教育事務所】幼児教育研究協議会申込」とすること。
（４）公立幼稚園等及び公立小学校以外の施設から申し込む際は、下記担当宛て直接メールにて申し込むこと。
【担当】岩手県教育委員会事務局学校教育室いわて幼児教育センター
福　岡　喜久子 　宛て
e-mail　　kikuko-f@pref.iwate.jp




（５）申込の締め切りは、令和４年８月２日（火）であること。
[bookmark: _Hlk94468052]（６）参加者については、参加申込をもって決定とするため、改めて決定通知はしないこと。
（７）行政担当者等で参加を希望する場合は、各市町村教育委員会で取りまとめ、別紙様式１によ　　
り、所管の教育事務所を通じて申し込むこと。
（８）参加者の旅費については、当方では負担し兼ねること。
８　新型コロナウイルス感染症拡大防止への対応について
（１）参加者の感染リスク軽減のために必要な対策を講じた上で実施する。
　　①「換気の悪い密閉空間」「人の密集」「近距離での会話・発声」を回避する対策
・　こまめな換気
・　座席配置の工夫
・　必要最低限の内容・時間での弾力的な実施




　　②手洗い・咳エチケットの励行、手指の消毒、可能な範囲でのマスク着用をお願いする。
（２）受付では、当日朝の体温をお知らせいただき受付とするため、検温を済ませて来場していただく。
（３）咳や発熱等の症状が見られる場合又は家族等に感染者との濃厚接触者がいる場合は、参加の自粛をお願いする。
（４）諸般の理由により、申込み後に参加を取り消す場合は、学校教育室いわて幼児教育センター
（019-629-6149）まで連絡をお願いする。
（５）新型コロナウイルス感染症に係る今後の状況に鑑み、一部変更や中止の可能性もあること。その際は改めて担当から連絡すること。

９　その他
（１）服装はクールビズ対応でよいこと。
（２）昼食は各自で準備すること。
[bookmark: _GoBack]　　　（令和４年度より明窓館は閉館しており、総合教育センター近隣に昼食施設はないこと。）
